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2.  明治・大正期の医薬品業界概況  
本稿で取り上げる薬業者の活動目的および背景を明確にするため，当該期
の医薬品業界の状況を確認する必要がある。  
（ 1）明治初期における政府の活動  
1870（明治 3）年，政府はドイツ医学の導入を決定した。明治政府は日米
修好通商条約改正の予備交渉および欧米の制度と文物を調査する為，岩倉具












そして 1874 年 8 月，医療行政制度の基本的な方針を示した「医制」が発布




























表 1 化学工場製産品（医薬・売薬）生産額推移（単位 :千円）  
 
年  医薬＋売薬  
 大阪府  全国  大阪府の割合  
1909（明治 42）年  2,794 7,166 39.0％  
1914（大正 3）年  7,850 19,902 39.4％  
1919（大正 8）年  15,557 39,375 39.5％  
1920（大正 9）年  18,862 51,226 36.8％  
※千円未満は四捨五入して表記。  
出典）農商務大臣官房統計課編『工場統計表』各年分より作成。  
工場統計表から作成した医薬及び売薬の生産額推移を表 1 に示す。 1909 年







3.  大阪道修町の変遷  


































































出典）道修町資料保存会（ 1997），『くすりのまち道修町  展示パネル集』，道








（ 2）株仲間解散から同業組合再結成  



















図 2 明治時代の薬品流通経路  
































出典）道修町資料保存会（ 1997），『くすりのまち道修町  展示パネル集』，道























造の集団が組織化された。以上の流れを表 2 にまとめた。  
 
表 2 大阪薬業界の状況  
1870（明 治 3） 年  商 社 永久 組 ・ 貿 易 商 社 三 十五 番 組 結 成  
1872（明 治 5） 年  政 府 が株 仲 間 解 散 を 布 達  
1874（明 治 7） 年  薬 種 商組 合 が 設 立  
1880（明 治 13） 年  薬 種 商問 屋 仲 買 仲 間 と 改 称  
1884（明 治 17） 年  薬 種 商卸 仲 買 仲 間 と 改 称  
1886（明 治 19） 年  製 薬 組結 成  
1902（明 治 35） 年  大 阪 製薬 同 業 組 合 が 設 立  
出典）道修町資料保存会（ 1997），『くすりのまち道修町  展示パネル集』，道
修町資料保存会， 3 頁および 10 頁より作成。  
 
4. 教育機関の設立  
(1)制度変更が引き起こした事業継続の危機  



























(2) 司薬研究所を設立し対応  



















表 3 開成組人名録  
小 西 藤助 、 田 畑 利 兵 衛 、 武田 長 兵 衛 、 塩 野 宗 三郎 、 田 邉 五 兵 衛 、 長岡 佐 助 、 安
達 久 七、 福 田 清 右 衛 門 、 夏目 小 三 郎 、 谷 口 市 兵衛 、 錦 源 兵 衛 、 塩 野直 助 、 荒 木
萬 兵 衛、 早 矢 仕 寅 吉 、 井 上喜 兵 衛 、 山 口 庄 兵 衛、 山 本 平 助 、 野 々 村藤 助 、 小 西
庄 七 、掛 見 助 松  
出典）大阪製薬同業組合大阪製薬業史刊行会  編『大阪製薬業史第 1 巻』，
























『大阪薬種業誌第四巻』には 1903（明治 36）年 1 月，「私立大阪藥學校建築
ノ趣意」という項目で，「本校ハ設立以來歳ヲ閲スルコト拾五卒業生ヲ出スコ
ト三百餘」（大阪薬種卸商組合編（ 1941）， 260）という記述が見られる。遅く
とも 1889 年に私立学校が設立されていたことになる。  
同書によれば，私立大阪藥學校新築世話掛には小野市兵衛，武田長兵衛，
田邊五兵衛，塩野義三郎といった道修町の主立った薬種商が名を連ねている
（大阪薬種卸商組合編（ 1941）， 261-262）。また 1904（明治 37）年 3 月の記
述に「私立大阪藥學校ノ夜學部今般道修町三丁目三十五番屋敷ヱ移轉相成リ
來ル四月ヨリ藥學士平山松治氏主幹ニテ開校相成ベク候」（大阪薬種卸商組合




























検査を目的とする組織の設立を可決する。同年，計 14 人（発起人 13 人＋後








表 4 大阪薬品試験会社設立発起人  
田 辺 五兵 衛 、 武 田 長 兵 衛 、田 畑 利 兵 衛 、 小 野 市兵 衛 、 乾 利 兵 衛 、 乾利 右 衛 門
（ 後 見人 ） 、 塩 野 宗 三 郎 、 日 野 九 郎 兵 衛 、 福 田清 右 衛 門 、 成 尾 安 五郎 、 宗 田 友
治 郎 、塩 野 義 三 郎 、 大 井 卜新 、 小 寺 幸 次 郎  
出典）大日本製薬株式会社六十年史編纂委員会編『大日本製薬六十年史』，



























表 5 大阪製薬株式会社設立発起人  
日 野 九郎 兵 衛 、宗 田 友 治 郎、小 西 久兵 衛 、乾 利 右 衛 門、小 西 儀 介、小 野 市 兵衛 、
田 畑 利 兵 衛 、 白 井 松 之 助 、 上 村 長 兵 衛 、 福 田 清 右 衛 門 、 石 津 作 次 郎 、 武 田 長 兵
衛 、 谷 山 伊 兵 衛 、 春 元 重 助 、 塩 野 吉 兵 衛 、 田 辺 五 兵 衛 、 小 西 喜 兵 衛 、 塩 野 義 三
郎 、 小寺 幸 次 郎 、 七 理 清 助、 小 磯 吉 人  
出典）大日本製薬株式会社六十年史編纂委員会編『大日本製薬六十年史』，1957，
大日本製薬株式会社六十年史編纂委員会， 4-5 頁より作成。  
 

















































1914 年 7 月に第一次世界大戦が勃発すると共に，ドイツからの医薬品輸入
が途絶えて薬価が暴騰した。政府は「戦時医薬品輸出取締令」を緊急発令し
て医薬品の国外流出を防いだが，薬業者もまた行動を起こしている。『大阪製































表 6 臨時薬業調査会メンバー（衛生局年報）  
（一月一日現在）  
＜ 委 員長 ＞  内 務 次官  下 岡 忠 治  
＜ 幹 事＞  内 務 技師  野 田 忠 廣  
＜ 委 員＞  
工 学 博士  井 上 仁 吉  鹽 原 又策  
薬 学 博士  高 橋 三 郎  工 学 博士  高 松 豊 吉  
医 学 博士  林 春 雄  薬 学 博士  近 藤 平 三 郎  
医 学 博士  三 宅 秀  農 商 務省 商 工 局 長  岡 實  
薬 学 博士  丹 羽 藤 吉 郎  大 蔵 省主 税 局 長  菅 原 通 敬  
医 学 博士  宇 野 朗  友 田 嘉兵 衛  
外 務 省通 商 局 長  坂 田 重 次郎  薬 学 博士  丹 波 敬 三  
医 学 博士 薬 学 博 士  長 井 長義  医 学 博士  鈴 木 孝 之 助  
内 務 省参 事 官  山 田 準 次 郎  薬 学 博士  池 口 慶 三  
田 邊 五兵 衛  衛 生 試験 所 技 師 薬 学 博 士  平 山 松 治  
鹽 野 義三 郎  日 野 九郎 兵 衛  
薬 学 博士  朝 比 奈 泰 彦  武 田 長兵 衛  
衛 生 試験 所 技 師 薬 学 博 士  田 原 良 純  内 務 省衛 生 局 長  中 川 望  
福 原 有信  内 務 技師  野 田 忠 廣  
出典）内務省衛生局編『衛生局年報 . 大正四年』， 1917，内務省衛生局， 20-











義三郎の弟長次郎が 1907（明治 40）年に（堀内（ 1933）， 3），五代武田長兵衛






































87(1)， 38-59 頁。  















厚生省医務局編（ 1976），『医制百年史』，株式会社ぎょうせい。  
厚生省医務局編（ 1976），『医制百年史資料編』，株式会社ぎょうせい。  
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2019 年 6 月 2 日接続。  
堀内佐太郎編（ 1933），『四十九年：故塩野長次郎追懐録』，堀内佐太郎。  
松本和男（ 2009），「大阪・道修町の製薬産業史  : 3 世紀続く田辺製薬 (株 )を





i  大正 3 年『官報』では臨時薬業調査委員会，大正 3 年『衛生局年報』では臨
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